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鹿屋養護学校

鹿屋養護学校 高等部の「ベッドメイキング研修会」

介護の体験をとおして、自分も成長 !
紹介してくれるのは

スゴいぞ！
進め☆鹿屋の高校生

高
ま る こ う

研修会終了後には、認定証を手に、協力団体（肝属地区老人福祉協議会、株式会社カクイックス、
株式会社カクイックスウィング）の人たちと一緒に写真撮影

昨年の研修会に参加してから、
介護職に興味が湧いたと話す３
年生。キラキラとした目で「車
が大好き」と語る一面も。

　平成 28 年度から開催されている「ベッドメ
イキング研修会」では、地域の福祉施設や企業
の方々に協力をいただきながら、介護で行われ
るシーツ交換を体験することで、就労に対する
意識やコミュニケーション力を高めています。
　研修を重ねるごとに、作業や初対面の方との
会話が上手にできるようになるほか、研修会後
に認定証を頂くなど、参加する生徒の自信にも
つながっている研修会です。

恋愛小説やミステリー小説と
いった本を読むことが好きな、
児童生徒会長。将来は介護関係
の仕事につくことが目標。

鹿 屋 で 暮 ら す ・ 働 く

有限会社 料亭義経（本社：向江町）
【事業内容】 飲食サービス業　　　　　　
【設立】昭和 46 年  【従業員数】14 人

茨城県出身で、昨年鹿屋市に引っ越してきた武田さん。
真面目な仕事ぶりの反面、明るくユーモアな一面も持
つ。休日はDVD鑑賞やドライブをして過ごす。

「
食
」で
お
客
様
を

　
笑
顔
に
し
た
い

有限会社 料亭義経 和食・鮨
すし

職人

武
たけ

田
だ

 芳
よし

樹
き

 さん（36歳／入社１年目）

　

私
の
主
な
担
当
は
鮨
の
調
理
。
ご

飯
を
炊
く
と
こ
ろ
か
ら
、
シ
ャ
リ
の

酢
合
わ
せ
、
ネ
タ
の
仕
込
み
、
握
り

ま
で
の
一
連
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

料
理
の
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
お

食
事
を
し
て
い
る
部
屋
に
伺
い
、
お

客
様
の
前
で
鮨
を
握
る
こ
と
も
。
料

理
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
お
客

様
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る

大
切
な
時
間
で
す
。

　

ま
た
、
常
に
お
互
い
が
声
掛
け
を

行
い
、
状
況
に
応
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
し

合
え
る
な
ど
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良

く
、
明
る
い
雰
囲
気
の
職
場
で
す
。

　

鹿
屋
に
住
ん
で
ま
だ
１
年
程
で
す

が
、
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
や
握
り
を
披

露
す
る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ

る
な
ど
、
地
域
の
方
と
交
流
す
る
機

会
も
増
え
ま
し
た
。
鹿
屋
は
人
が
温

か
く
て
大
好
き
な
ま
ち
で
す
。

　

お
客
様
に「
お
い
し
い
」
や「
あ
り

が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
仕
事

の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、「
食
」
を
通
し
て
多
く
の
人
に

幸
せ
や
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

おしごとの時間

武田さんの職場

23   KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  Vol.320


